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べき 1.90, NH=1.3E23cm^‐2 超過成分
観測①のスペクトル解析

超過成分

Risaliti+09 反射成分
reflection fraction=2π*1.0
Afe=1.0solar

pcfabs（部分吸収）*zvphabs（吸収）*powerlaw
超過成分がなくな た超過成分がなくなった

残差



３つの観測とも、同じモデルでフィットできた。

pcfabs(部分吸収)*phabs（一様吸収）*powerlaw（べき1.9） + pexmon（反射）
+ 4gauss （吸収線）

吸収量の変化だけで、反射成分は一定。べきも一定と考えて矛盾ない。

観測① 観測② 観測③
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Powerlaw normalizationの観測中の変化

観測① 観測②観測②中の４つの時期のスペクトル

hard powerlaw
直接成分

soft powerlaw
直接成分

散乱成分

各観測中でも 吸収量の変化とともに 高エネルギ 側の l も変化各観測中でも、吸収量の変化とともに、高エネルギー側のpowerlawも変化
していることがわかった。

複雑な電離吸収体や中性吸収体への影響との関連が興味深い


